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ふれあいバス佐野市乗り入れ記念式典
3月 22日から、ふれあいバス岩舟線

の佐野新都市バスターミナルへの乗り入
れを開始しました。乗り入れ開始日には、
道の駅みかもにおいて記念式典が開催さ
れました。記念のテープカットが行われ、
出発するバスを見送りました。

■「外来植物除去活動&お魚ふれあい体験」参加者募集
　谷中村史跡保全ゾーンにあるハート形の池の周辺には、20種類もの希少植
物が生育しています。この希少植物に影響を及ぼす「外来植物の除去活動」を
行います。また作業終了後には、渡良瀬遊水地に生息するお魚とのふれあい体
験もできます！ラムサール条約湿地の豊かな自然を未来につなぐため、多くの
皆様のご参加をお待ちしています。
日時　５月15日 (土 )９時40分集合受付（小雨実施・荒天中止）
　　　①外来植物抜き取り作業：10時～11時
　　　②お魚ふれあい体験：11時～
受付場所　谷中湖レンタサイクルセンター前
対象　どなたでも
申込　①は申込不要ですが、10人以上の団体
　　　での参加は事前に問合先へ
　　　②は５月６日（木）～前日までに下記問合先へ電話にて

持ち物　長そで、長ズボン、長靴、タオル、
飲み物、参加票、マスク

　　　　 ※受付時の混雑を避けるため、当日ご自宅で検
温を行い、参加票として任意の書式に「氏名・
住所・年齢・電話番号」を記入し受付所

　　　　　 へ提出ください。
　　　　　　　　　　　　　　　問合先　渡良瀬遊水地課　☎ (62) ０９１９

　３月１日、日本郵便株式会社様より「栃木市×ハンガリー ホストタウンフレー
ム切手」を市長へ贈呈いただきました。この切手は、栃木市がハンガリー近代
五種チームのホストタウンであることを記念して、
日本郵便株式会社様と連携し作成したものです。
栃木市はホストタウンとして、引き続きハンガリー
近代五種チー
ムを応援して
いきます。

■栃木市特産品紹介サイト
  掲載事業者の募集
　令和３年４月２０日（火）に栃木駅北口に開館した栃木市観光交流館「蔵なび」
の事業の一環として、お取り寄せできる市の特産品を紹介するウェブサイト「と
ち介とわくわく通販」を開設いたします。
　掲載を希望される事業者の方は、問合先までご連絡ください。
掲載条件　・栃木市の特産品等の商品を取り扱っていること
　　　　　・栃木市内に事業所または店舗を有する企業または団体であること
　　　　　・既に通販で商品の取引をしている、もしくは将来的に通販での
　　　　　　取引に取り組む意思があること
　　　　　・植物以外の生体販売でないこと
申　込　問合先まで。右のＱＲコードからも申込み可能です。 ⇒
問合先　下野新聞社 デジタルソリューション部（業務受託者）☎028-625-1041　　　　

５

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者
名を記入のうえ〒 328-8686 栃木市役所広報課へ（締切当日必着）。写真は返却し
ません。
（締め切り）令和２年７月生まれ５月 14日（金）、令和２年８月生まれ 6月 14日（月）
※封筒に差出人住所を明記ください。小
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カワネジガイ、カラスガイ…幻の貝を追え

馬頭高校の貝類調査 田
た な か
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　春を楽しむ「潮
しおひ
干狩り」の風情？　いいえ、ここは谷

中湖の最南端。冬場、カビ臭を防ぐために水を抜く「干
し上げ」を行い、年に一度だけ湖底が姿を現わします。
　私、田中邦幸（写真上の右）は貝類を研究している馬
頭高校水産科の教諭で、県レッドデータ（絶滅危惧動植
物）ブックの調査員。２月下旬、国の許可を取り、教え
子で実習助手の鈴木洋介（同左）と調査に来ました。
　今回で、５回目。これまでの成果の一部は――。カラ
スガイ（同下の左）は２０㌢を超え、タナゴが産卵する
母貝で準絶滅危惧種です。３０数年ぶりに生息が確認さ
れました。ドブガイ（同右下）は県の絶滅危惧種。約２
㍉のカワコザラガイ（同右上）も見つけました。
　２年前に初めて来て、一目で貝にとっての楽園だと分

かりました。大きな川の氾濫原で、湖沼や水路は河川と
つながり多様な環境を作っています。今後の期待は、例
えば絶滅危惧種のカワネジガイ。県内では未発見ですが、
近くの群馬県側では以前から見つかっています。
　「淡水のことは何でもやる」。国内唯一の内水面水産科
である馬頭高校水産科のモットーです。活動はトラフグ
の養殖からカヌーの川下りまで自由度がいっぱい。
　「遊水地も『課題研究』の場に」と昨年１２月、生徒
と調査に来ました。夢中で岸辺を探すうち、私が堆積
した泥にはまるハプニングも。生徒たちには「来なく

ても大丈夫っ」。木の枝に
つかまり何とか自力で脱出
しましたが、生徒たちは大
爆笑。早くコロナ禍が収束
し、再び生徒と来たいです
ね。水産科実習場の電話は
０２８７-９２-３３６２。

「栃木市×ハンガリー ホストタウンフレーム切手」の
贈呈式を行いました

令和２年


